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研究成果の概要： 
 
研究計画は、当初に比べ若干の修正を行いつつも、予定通りに遂行した。研究成果は、学術論

文、学術図書等で公表し、学会において講演報告を行った。研究成果報告をＤＶＤとして作成

し、関係研究諸機関の研究者に配布した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005 年度 10,600,000 3,180,000 13,780,000 

2006 年度 13,400,000 4,020,000 17,420,000 

2007 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

2008 年度 6,800,000 2,040,000 8,840,000 

年度  

総 計 37,600,000 11,280,000 48,880,000 

 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：1)東南アジア大陸山地 2)生態景観 3)自然資源利用 4)生業システム 5)伝統芸能 6）
衛星画像 7）地域間比較 
 
１．研究開始当初の背景 
東南アジアが、過去半世紀に経験した陸域

ならびに水域における風土基盤の破壊ある
いは変容に対する住民の受容と抵抗の基底
で同時に進行する感性価値の変容に着目し、
感性価値に基づいて人々が新たなる風土基
盤を構成し続ける、との認識に立っていた。 
２．研究の目的 

本研究は東南アジア諸地域で２０世紀後
半に見られた風土基盤の変容と地域住民の
感性価値の変容との関係、その結果として築
かれた新たな風土基盤を実態調査に基づい
て研究することを目的とした。 
３．研究の方法 

地域における風土基盤が、天然資源環境と
人々の感性価値（環境観）との長期間にわた
る相互作用によって形成・変容されるという
枠組みの下で、前者の変化が後者をどのよう
に変容させたか、また後者が前者の変化にど
のような影響を与えてきたかを検証した。そ
の際に、環境およびその変化の多様性ととも
に、環境問題を巡る異なるアクター（国際機
関、政府、NGO、地域住民、他地域住民など）
による感性価値形成の多元性にも留意し、こ
の多元性が、環境問題を巡る特定の言説に対
する受容・抵抗のポリティクスにどのような
影響を与えているかを検討した。 
 初年度は、予備調査等によって調査地候補
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を選定し、その自然・社会経済および文化的
環境条件を概観する。その後、調査地候補に
おける諸条件の代表性を考慮しながら、本調
査地を絞り込み、絞り込んだ本調査地におけ
る具体的な調査対象のサンプリングを行い、
プロットデザイン・設置や、質問表の作成と
それに関連する予備調査、調査地周辺情報の
収集に努めた。 
 バンコク・スワンナプーム空港が２００６
年９月開港したが、これによる音環境の改変
が劇的に発生することは明らかである。開港
を境に、従来のドンムアン空港周辺では騒音
曝露が減少し、逆にスワンナプーム空港周辺
では増悪する。この状況をとらえて、開港前
後に両空港周辺で騒音の影響に関する調査
を実施した。 
 ２００７年度以降は、上記バンコクの２空
港周辺のほか、ラオス・ルアンナムター県の
Ｎ村、ラオス北部ルアンパバン県 S村、ラオ
ス南部サバナケット近傍で、メコン河支流チ
ャンポン川およびその後背湿地にある沼、北
部タイ・チェンライ県において、自律して独
自の活動をおこなうＮＧＯ、ベトナム北部山
地、ミャンマー・バゴー山地の S 村、ラオス・
フアパン県を調査対象とした。 
４．研究成果 
タイ・バンコクの２空港周辺において騒音
曝露量調査、学童の記憶力調査、ＧＨＱ調査
などを実施した。その結果、ドンムアン空港
周辺の騒音曝露量は減少し、スワンナプーム
空港周辺の騒音曝露は著しく増加したこと
が示された。その影響は、学童の長期記憶テ
ストにおいて有為な影響が現れた。また、主
観的健康感についても影響が検出され、音環
境の急激な変化のために住民が影響を被っ
ていることが明らかとなった。 

ラオス・ルアンナムター県のＮ村において
焼畑休閑地植生の調査を行った。休閑期間に
応じた休閑地林産物の主なものは食料、薬用
植物、香辛料、薪炭材であった。これらは自
家消費が中心であったが、一部は地域市場で
販売されていた。しかし、Ｎ村の中心を縦断
する大陸横断道路が建設されるに伴い、電気
製品やバイクなどの商品がＮ村で使われる
ようになった。現金収入源としての休閑地林
産物の採集が過度に行われるようになり、休
閑地や周辺森林の生態環境の急変が生じて
いることが明らかになった。 

ラオス北部の焼畑土地利用の動態を焼畑
がもっとも活発におこなわれているルアン
パバン県 S村で、2005 年から４年間 GPS を用
いて焼畑全筆を毎年実測し、世帯調査ならび
に衛星画像と関連づけて世帯単位での焼畑
土地利用を地図化した。世帯あたりの焼畑面
積は、2007 年までは漸減し、2008 年には急
増している。これはトウモロコシが全作付面
積の２割まで急増したためである。ラオス南

部サバナケット近傍で、メコン河支流チャン
ポン川およびその後背湿地にある沼を研究
対象とし、魚類の繁殖と仔稚魚の成育場環境
に焦点を当て、研究を行った。 

1854 年半世紀近くにわたってアジアを中
心として旅を重ねたバードの旅と旅行記を
手掛かりとして、生態環境の履歴の復原                  
にとって旅行記や写真・スケッチなどの画像
資料が、きわめて重要な資料群をなすことを
ヤンゴン・ハノイトランセクトを軸とする複
圏的トライアングルを設定することによっ
て論証した。 
ヤンゴン−ハノイ線上にある北部タイ・チ

ェンライ県において、自律して独自の活動を
おこなうＮＧＯを対象にし、彼らの地域資源
保全の実践と思想について明らかにした。川
については村を管理主体とする禁漁区を設
けて漁業資源の保全をおこない、少数民族の
生活文化を調査研究によって再確認してい
た。 

ベトナム北部山地を対象にして調査研究
を行った。降水条件や地形、土壌など、ベト
ナム北部山地における自然環境条件の多様
性は国民国家や国際社会と地元の少数民族
との関係性の中で形成される社会経済的な
仕組みと深く関係していることを解明した。 
ミャンマーは、インドービルマ生物多様性

ホットスポットに指定された地域で、この地
域の国立公園のあり方は、生物の生息場所確
保の上で重要な課題 となる。ミャンマーで
は、歴史的に有名なパゴダの周辺または、地
域に固有な自然環境が残された地域が国立
公園として保護の対象となっていた。仏教に
対する信仰の深いミャンマーでは、信仰と結
びついた保全エリアの指定、保全活動が今後
の国立公園の発展に重要な理解となると考
えた。 
現地での聞き取り調査、植生調査、衛星画

像解析により、ミャンマー・バゴー山地の S
村で営まれている焼畑の土地利用履歴の再
構成と休閑地の植生回復状況の解析を行っ
た。衛生画像から過去の焼畑地の抽出を試み
た結果、65-75%程度の焼畑地が抽出可能なこ
とが確認された。休閑地は、5 年目で竹林が
再生し、竹林に木本が侵入してくる頃の休閑
地が再び伐採されていく様子が確認でき、焼
畑の持続性を考察する上で重要なタケの伐
採・再生サイクルが定量的に把握できた。 
タイ国立図書館所蔵ラオス・ランサン王国

行政文書のうち、現在のラオス・フアパン県
にかつて存在した地方国に言及した文書を
解読・分析し、ランサン王国政府の地方統治
制度について考察を行った。さらに、住民へ
のインタビューをもとに同文書の内容を検
証することを通して、当時の地方国の領域、
地域社会のありよう、生物資源活用と生業の
履歴などを再現する試みを行った。 
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